































































男 2名、女9名、年齢 29歳から 78歳、 RA歴 3年
から 21年の患者で、あった。
STAIの結果、特性不安は 1(非常に低い) 0名、
I (低い) 1名、 I (低い) 2名、 N (高い) 4名、
V (非常に高い)4名であった。状態不安は 10名、
I 1名、田 3名、 N2名、 V5名であった。特性不
安、状態不安ともに同段階であった患者は7名であ
り、 I1名、 III2名、 Nl名、 V3名であった。特
性不安より状態不安の段階が低くなった患者は2名
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RA歴 15年、 RAにより内科的に 6回、整形外科
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